
一30一

方植物学路座⑨1

微古植物研究

における新機器

まえがき

この回においては古植物学とくに微古植物学におけ

る研究の近代化を主として機械化を中心として行なっ

たらどういうことになるのかながめてみることにした.

ことに最近の古生物学は近代の技術的進歩をとり入れ

将来へ発展する可能性をはらんでいるように思われる.

本稿の中にあげた機器類の大半は地質調査所石炭課

の実験室にて使用しているものでこれらを骨子として

さらに加えて最近の資料から引用したものである.

1.近代化とは

先頃来地質学の近代化･古生物学の近代化など近代

化ということが叫ばれてからすでにやや時が経った.

この近代化ということぱにはいろいろ兄方があるだろ

うがごく概念的に表現すれば研究の思想･計画組

織･機器･技術の進歩と改革を含みその総合的な体制

の改革さらに一般向にはこれらを包むムｰド的なも

のを表現しているのでは狂いだろうか.

ここではその一例をとり上げさらにその中での機器

を中心としてまとめてみたのだがこの間にも色々問題

が内蔵している.

わが国の古植物学は明治の初め外国から招へいした

学者だとえばナトルスト(Nathorst)クリシュトフ

ォヴィチ(Kryshtofovich)などが各地の植物化石産

地をめぐって調べたとえば新潟県津川付近の観音沢

植物群佐渡や長野県下それに長崎県茂木植物群など

はこれがために今日に至るまでその古典的価値を保つ

さらに最近では大型化

石からいわゆる微化

古植物学者アｰ･エヌ･クリシュト

フオビィチ(A.N.Kryshtofovich)

徳永重元

らわれた傾向を第1表に示した.

微植物体を取り扱うと祖るとそこにはいろいろな問題

が入ってくる.開発面へ即応した答を出すのはどうす

ればよいかこうしたことを考えることによって近代化

が自然とすすんでゆくと思うが取りあえず以下に研究

の過程における改良という点に焦点をあてて話をすすめ

てゆくことにしよう.

その材料として花粉化石研究を取り上げたが他の対

象についても根本的な取り扱いはほぼ同じであると考

えられる.

2.試料処理を合理的に

今もむかしも人間が野外に出て目的の研究資料を採取

するということには変りはないカミここに厄介なことは

最近のように肉眼ではみえ肢い物を対象物として取り扱

うことになるといきおい慎重かつ合理的な方法を考え

なけ氷し岳まならない.

第1表過去20年間研究の傾向(論文数)
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ここに一番頭を痛めるのは試料採取の際の一定量取る

ことと他との混合をさけることである.これについて

考案されたものを図に示した.

これは露頭から直接試料をとるとき使用するもので

上部の一面を採取面にあて試料を散らさぬように採取

できる.この試料採取にはじまって鑑定に至るまでの

プロセスを下表に示す.

試料採取

1粉砕1

1節分1

1化学処理1

↓

1機械処理1

↓

1分離1

↓

1封入｣

次に試料の粉砕の段階に入ってま

ず考えられることは機能的に2つ

の様式があるということである.

1つはミすりつぶしミ(9r三nding)

他は叩きわり(percussion)である.

この粉砕にも大型や高級の機器もあ

るが近代化といえば何千万円とい

う機器を購入することばかりではな

い一寸した工夫やキメの細かい改

良が思わぬ効果を生むことがある.

従来岩石試料より微化石を取出す

とき回転するロｰラｰの上に試料

と水とを混合して入れたビンをのせ

回転させるこのいわゆる日一ラｰ

ミルの回転を立体的にしたのがこ

のア労蠣裟蟹(A舳⑪･pP…t･･)

である｡試料の入ったビンを4っ

δ～30分の間に1cm3

従来の微化石分

長い管に水と試料

ト声望⇒
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策1図試料採取器具(Wood&Segr舳egR.1960)

washer)を利用したもので各々の試料を管の中に入れ

モｰタｰによって同時に回転する.さらにこの回鞍

は10～30回転/分の変化を与えることができ試料は水

と混晋られよく分離する.さらにこれの小型のもの

は中に細い棒が入りその棒が回転するもので細擬枠管

(microb1㎝d破室･加)ともいわれるこの2つが微妙租

微化石分離に効果的である.

また試料をよく分離区別するという点では第7図に

示したよう恋“振動す篭横笛I"(vibraf1ute)という機器

が考案されている占これは図の横ぽなった管の一番左

上の穴から試料を入れ蜜ず寄手のスクリュｰJをまわ

して少し右を上げておく昔

次に水をその穴から注ぎこみ扱がら振動器(V虹ひ

graV的を振動慈せるすると軽いものが水紀浮いて流

れ右手の穴から外へ出るその後管の上下を調節しなが

次に節分の段階においても従来4分法といって試料

を円形にのばしその中心を通り直交する2直径の間

たとえば第工象限と第皿象限に当る所の試料を取除き縮

量してゆくという方法がとられたがここにリッフル

サンプラｰを用いれば機械的に2分されてくる処

理のスピｰド化ということによく適応された機械である.

化学処理の段階においては新技法といえぱその処理

溶液の改良と工夫である.岩質によって用いる薬品を

かえるとかその処理時間を変えるとか色々あるがそ

の過程の時間的節約ということが大きな課題となってい

る.この点について試料を手早く沈澱させたり分離

させたりする工夫がなされて注目されている.

その1つは第5図に示したカムペル試料洗器(Campe11

�

第2国アデゥロ粉砕装置(試料を立体回転させ粉砕能率をあげる)�
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ら水を流すと分級された試料が次々にえられることに

たる.

こうして得られた沈澱あるいは試料を急速にあつめる

のにはどうすれぱよいかこれも自然に沈むのを待って

いるのではあまり芸がなさすぎる.まず第7図に示し

たよう柾自動擬粋器によって十分沈澱や試料を洗わ

ねぱなら狂い.

この機器はビｰカｰの水中に投入した小さな磁石片カミ

受益の下の方にあるもう一つの磁石の回転にっれてまわ

りそのためビｰカｰ中に水流をおこして撹拝される

沈澱や試料を一々かきまわす世話もなくまたヒｰタｰ

も底部に備わっているので暖めながら分離を促進させ

ることもできるまことに便利抵ものである

また超音波を利用した沈澱洗篠法もある.この方

式によれば25メガサイクノレと50メガサイクノレの波長

の音波を用いてビｰカｰの中に入っている沈澱の中の花

粉と付着または膠着している物質とをはなす作用がある.

要するに水に振動を与えて行なうものである.微古

植物研究においてはこの方法はすこぶる好結果があり

第3図

試料を苛性加里などで処理した際生ずる沈澱物と目的の

試料とを分離するのに役立っている.

この機器には直接ビｰカｰの中に振動器を入れる型や

試験管状の中に入れる振動棒もあり沈澱物のすみやか

匁処理ができる.

こうして分離した沈澱はさらに遠心分離器1にかけ

て上澄液と目的のものとを分離する.これには毎

分1200回転のものが好適でそれより速いこともあまり

必要ないしまたあまりおそいとよく分離し狂いとく

に多量に処理するときは250～500㏄の遠心沈澱管を使

用する.

分離した試料を封入するにさいしては封入剤を従来

適当に暖めて使用していた.しかし強くあたためると

泡が生ずることがありその方法は一定しなかった.

ところが第10図にあるようなパラヲィン伸展器は温度

を一定にできまた多くの封入を一度にできるため非常

によい.

ディスククラ

ッシャｰ(上部のロｰ

トより試料入れる)

第4図

リッフルサンプ

ラｰ(縮量器)

第5図回転式試料洗器(着手のモｰタｰで管が回転する)

鞘残㎞

1峨＼＼

寸＼､双

;x＼＼1

＼＼＼J-1も･.

＼＼∴

＼ミ＼号グ

＼､ク

第6図振動横笛式試料分離器(左手の振動器で振動させる)�
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外国における花粉学実験室にもこれと同じではある

が小型のものを使用しホットプレｰトと称していた.

最後の鑑定の段階に至って小さな装置ではあるが

非常によい効率を上げるものが多くある.たとえば

顕微鏡の接眼筒の上部に反射プリズムをつけ標本の映

像を大きくうつし出すとかあるいはウルトラパｰク

のレンズ系を用いるとか工夫されている.また微化

石においてはその模式的た標本を作るために化石1個

づつを取出し封入するいわゆる単体標本封入(Single

mountprepa工atiOn)が必要である.

従来はこの方法を用いる際手先で針をあやつりそ

の先に標本をつけて別のプレパラｰトに封入するとい

う方法がとられていた.

第11図に示したのはマイクロマニピュレｰタｰ

(micr0-manipu1atOr)と称する標本摘出器で写真の右

から鏡筒の下に細長くのびている細い管の中にスライ

ドグラス上にある標本の1個をすい上げ他のスライドに

うつすものである.すい上げるのは毛細管現象を利用

して行なわれるわけでその管の径は0.1皿mという細

さである.これが十字雲台という可動式の支えにっい

ているので自由自在にその標本のところまでもってゆ

ける.これによって今までミ魚釣りミと称していた

単位標本作りが非常に楽になろう.

以上試料の粉砕から鑑定までの間に気付いた新しい

機器を紹介した.おそらく他の微化石を扱う方面にも

参考となる点があると思う.またこのほか油浮選

(Oi1且Oating)による分離とか二重カバｰグラス封

入法(doub1ecoverglasss1ide)とかいろいろあるが

方法論的なものは一応省略した.

3.ホｰルソｰトよりコンピュｰタｰへ

さて上述の新機器を使用して標本を作成し鑑定を行な

ったとしても多量の試料を処理し結果を出すことにな

るとその工夫カミいる.そして鑑定の未熟練者のため

第7図自動回転擬枠器

第8図ウルトラソニック

第9図

遠心回転分離器

第10図

パラフィン伸展器

(暖め封入剤を適

当にとかし封入す

る)

セパレｰ孝一(擬鋤板によって沈澱を分離する)�
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た鑑定の便のため筆者は第12図のような花粉化石

ホｰルソｰトを考案した.

これは度々紹介したように花粉の形態的特長をカｰ

ドの周辺に約束に従って配列しておき代表的な花粉の

形態上の特長をしらべそれに該当するところにパンチ

で穴をあけるこの種ホｰルンｰトカｰドを既知の現

生種と化石種について作っておき顕微鏡下で未知のも

のをみるときこれを参照する.やり方としては標本を

みながらカｰドの該当する所に棒をさしてゆくと求める

カｰドがおちる.そのおちたカｰドを検討することに

より種類がわかることになる.

そのように手でやる作業からすすんで化石の鑑定あ

るいは現生植物の鑑定を電子計算機にかけて行なうと

いう方法も考案されてきた.

電子計算機によるデｰタ処理(dataprocessing)はま

ず現生植物の分類において手がけられた万国植物分

類学連合の機関誌にはいくつかの例を見ることができ

る.

化石における場合はベネズエラの油田において15,000

以上の花粉化石のデｰタを処理するためIBM407型の

会計計算機カミ使用された.この集計機によって作られ

た表が第14図である.もちろんこの操作の前には化石

個々についてのIBMカｰドが作られていてこれらを入

れれば1カｰド1列と放って目的虹店した作表ができ

る.'さらに夏遍搬榊⑪て製計算シ黒矛ムによる完全租

機械化か考えられそして実現されている｡この1401

シスヂムは1伽型演算処理装置･蜘2型カｰド読取穿孔

装置1工403型高遠度印刷装置10729磁気テｰプ装置等か

らなり407型けヒベて処理のスピｰ

ドが速いこを各種の%がつシビ嵐一

タｰによって計算できることデｰタ

カｰドは新しく考案された計算紙より

直接仕上げられること含有パｰセン

トは対数グラフに棒状に示されること

等々の利点がある｡筆者がIBMコ

ンピュｰタｰの講習をうけた際もこれらの機器のすぐれ

た点を実見することができた.

以下にこれらコンピュｰタｰを花粉学に利用する際の

注意すべき点をおげておこう.

命名･コｰド化:花粉をカｰドに入れるには型の数字化

が必要である.これについては花粉の形を28型式に分

類した案がありそれに従いさらに表面模様それぞれの

記号(たと克はPsi1ate模様はPs-2-1)で表現される.

鑑定･計算･記録:化石は命名されてのち計算紙上に

(第13図)に記録され次にIBMカｰド上に穿孔され

る.IBMカｰド上に記録されたものはさらにIBM

140ユジステムによって第14図のように作表される.

このように花粉カｰドによる集計が機械的にできると

いうことは非常に多くのサンプルから各層準ごとに

集計･作表される手順が一気になされることで全く時

間的の節約となる.

しかしこの方法はまだ開発されたばかりなので作表

という所にその焦点があっているように考えられその

他の部門における有効利用未だしという感じがしないで

もない..今後コンピュｰタｰによる花粉学の研究は

研究のすすむにつれもっと発展してゆくことと思う.

(難肴孫巌課長)
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第14図IBM407によって計算された花粉化石の層序的産出表(各種類ごとの層準別産出笛恰いがX印の集計で出ている)
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第15図花粉化石のIBMカｰド�


